
平成２２年 

「社会が見た京都大学総合人間学部・大学院人間・環境学研究科」アンケート集計結果 

※このアンケートは、平成 22年 9月に本学部・研究科学生の就職実績のある企業 76社に

依頼し回答を得て作成したものである。 

 

【１】貴事業所はどのような業種ですか。 

 

 

 

 

【２】貴事業所の従業員数（本社、支社等を含む）はおおよそ何人ですか。 

 

 

 

 

15% 

21% 

21% 

15% 

7% 

21% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 

１２．その他 

１１．教育研究機関 

１０．官公庁・法人 

９．サービス 

７．金融・保険 

３．製造業 

29% 

29% 

7% 

14% 

14% 

7% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 

９．10,000人以上 

８．5,000人以上10,000人未満 

７．3,000人以上5,000人未満 

６．1,000人以上3,000人未満 

５．500人以上1,000人未満 

３．100人以上300人未満 



【３】総合人間学部卒業生、人間・環境学研究科修了生の採用にあたって、どのような点

を重視されますか。（5段階評価） 

 

１．学力（広い知識・専門的知識）について 

 

 

 

２．創造性について 
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３．先見性について 

 

 

 

 

４．判断力について 
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５．コミュニケーション力について 

 

 

 

 

６．協調性について 
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７．主体性について 

 

 

 

 

８．実行力について 
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９．柔軟性について 

 

 

 

 

１０．責任感について 
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１１．社会性について 

 

 

 

 

１２．倫理観について 
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１３．即戦力について 

 

 

○自由記述 

【質問】本学部・研究科に対し、どのような人材の育成を期待されていますか。 

①環境問題、医療をめぐる諸問題など、現代社会が直面する問題の解決に資することが現

在学問に求められていることは言をまたない。この視点から、従来の学問には欠けていた

総合性の視点、問題解決に向けた実行力をもった有為な人材を輩出して頂くことを希望す

る。具体的には、問題の現場に出た経験をもとに複数の専門領域における論文が理解でき、

それらをつなぐ建設的な議論ができる人材を育てていただきたい。また、貴学部・研究科

ではそれが十分可能であると期待を込めて申し上げたい。（教育研究機関） 

②京都を愛し、公務に情熱と誇りを持ち、市民の信頼にこたえることのできる人材。（官

公庁・法人） 

③柔軟性を持った豊かな創造力を活かし新たな価値を創造できる人材。また、グローバル

な感覚を身に付けること。（製造業） 

④自らの頭でしっかり考え、行動できる人材。（官公庁・法人） 

⑤幅広い教養を身につけつつ、自分の頭で考えることをいとわない学生。（官公庁・法人） 

⑥自分の将来と社会に対するビジョンを持ち、その実現に向けて目標をたて仮説・実践・

検証をくりかえしながら、諦めずに実行していく人材を育てていただきたいと思います。

求める人材像としては、目標達成する過程で自分自身・周囲の人の成長を促すことができ

る人に仲間になってほしいと願っています。（サービス） 

⑦貴校に限るものではありませんが、昨今の学生について社会人としてあるべき素養を身

につけていないと感じることが多くあります。大学以上の教育機関におかれましても、高

等教育以前の”挨拶をする”、”お礼を言う”、”謝る”など社会人として身につけなければ

ならない基礎的な教育をしていただけますことを期待しております。（放送事業） 
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【４】総合人間学部卒業生、人間・環境学研究科修了生について評価して下さい。（５段

階評価） 

１．幅広い知識を身に付けている。 

 

 

 

 

２．高度な専門的知識・技術力を身に付けている。 
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３．高度な人権意識、環境意識を備えている。 

 

 

 

 

４．理解力や判断力が優れている。 
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５．コミュニケーション能力が優れている。 

 

 

 

 

６．自ら課題を発見し、設定する創造性がある。 
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７．チームの中で仕事を遂行する協調性がある。 

 

 

 

 

８．新たな課題に挑戦する意欲がある。 
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９．未来への明確なヴィジョンをもった先見性がある。 

 

 

 

 

１０．総合的に判断して、優れている。 
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○自由記述 

【質問】卒業生や修了生を採用された立場から、本学部・研究科の教育についてご意見が

ございましたら、自由にご記入ください。 

①コメントは差し控えさせていただく。というのは、多様な分野の卒業生の方がおられる

ので、一括して評価を下すのが困難。総合的にみて、率直に言うと現状では他学部、他研

究科出身者とそれほど違わないのではないか。言い換えれば、集団としてみれば貴学部・

研究科の出身者の方々は多様性に富んでいて誠に頼もしいが、個々の方々がマルチな才能

を持たれるような教育システムを導入されるのがよいと思われる。（教育研究機関） 

②当初の理念の維持・継続。（製造業） 

③答を探すのではなく、答を創れるように自らしっかり考えて考えぬく能力を身につけら

れる教育を期待しています。（官公庁・法人） 

④貴校の修了生は、総合的に判断して優れております。特に自ら課題を発見し設定する創

造性と、その課題に挑戦する意欲を備えている点は貴校の研究課程における経験が少なか

らず影響しているものと思われます。このように貴校ならではの創造的な取り組みできる

人材を育てていただけますことを期待しております。（放送事業） 

⑤文理共存の学部として様々な専門性を持つ人材が多い印象です。ユニークな人材をさら

に輩出して頂ければと思います。（総合商社） 

 


